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新年のご挨拶新年のご挨拶 病院長　山口 武人病院長　山口 武人

　新年、あけましておめでとうございます。
　昨年元旦に発生した能登半島地震は、大災害が常に身近なもので
あることを私たちは思い知らされました。さらに、その後の豪雨に
よる被害が重なり、能登の方々の心痛、ご苦労は察するに余りあり
ます。一刻も早い復興・復旧をお祈りいたします。

　当院も昨年１年間は、さまざまなことがありました。２月からは紹介受診重点医療機関と
して選定療養費が増額となりました。その影響もあって、外来患者数が大きく落ち込むこと
となりました。もちろんある程度予想されたことですが、現実に直面するとかなり不安だっ
たことは事実です。しかし、紹介患者さんの数は徐々に増加してきており、紹介受診重点
医療機関としての当院の立ち位置、地域医療における役割が少しずつ固まりつつある印象で
す。次に、６月に施行された診療報酬改定は病院経営に大きな影響を与えました。まず、医
療従事者の賃金アップが挙げられます。これは経営状態を見てというわけではなく、いきな
り行わなければならないことでした。もちろんベースアップはすべての職種にとって好まし
いことですが、病院の経営という面では厳しいことは間違いありません。また、急性期病棟
には在院日数の短縮、看護必要度の見直しなどの要件が厳しくなりました。このため、当院
でも看護単位７対１を維持することがなかなか困難となりました。幸いにして、病院一丸と
なって看護必要度の維持に努めた結果、現在のところ７対１の看護単位を達成しています。
　物価高騰などのため、固定費用も上昇の一途をたどっています。良好な病院経営を維持す
るためには、明確な理念・運営方針のもとに十分な集客と、費用対効果を意識した運営を行
う必要があります。また、優秀な医療人を養成し、患者さんの満足度を上げる努力が必要で
す。このような対策を行うことで確実な病院利益を確保しつつ、病院職員と地域社会へ還元
することが重要と考えます。そこで重要なのは、当院の地域医療における役割を客観的再評
価することです。様々な機会を利用して、地域の皆様、医療機関の方々のご意見をお聞きす
る場を設けることも本年の重要な課題と考えております。
　現在の病院建物の老朽化は酷く、新病院への移転が待ったなしの状況です。新病院建設は
かなりの予算になることは確実であり、そのためには当院のしっかりした経営基盤を今の
うちから築いておくことが必須です。今年がその第一歩となるよう職員一同努力してまいり
ますので、本年も引き続きご支援・ご指導の程よろしくお願いいたします。



　令和６年11月１日ホテルフローラ船橋に於いて、国立国際医療研究センター病院副院長
の大曲貴夫先生を講師に招いて、「第２回JCHO船橋中央病院地域連携の会」を開催させて
いただきました。当日は60施設、90名の方々にご参加いただき、ほぼ満員の大盛況となり
ました。ご多忙の中ご出席いただきましたこと、心より御礼申し上げます。
　第１部では、東葛地域において院内感染が多発し大きな問題となっているバンコマイシン
耐性腸球菌（VRE：Vancomycin-resistant enterococci）について、わたくしより説明さ
せていただきました。VRE保菌・感染は医療ケア関連施設で起こること、治療薬剤は限られ
予後は不良であること、そのために適切な感染管理を実践して保菌を防ぐことが重要である
ことについてお示しし、また、実際の現場での対策についても紹介致しました。
　第２部の特別講演では、「薬剤耐性菌の次代に感染症をどのように診ていくか」と
題して、大曲先生よりお話しいただきました。先ず薬剤耐性（AMR）の疫学、次いで「薬
剤耐性（AMR）対策アクションプラン」と診療所における抗菌薬適正使用支援システム
「OASICS」の紹介、最後に抗菌薬適正使用についての具体的な方法を、実例を交えて
お示しいただきました。その後の質疑応答も大変熱気を帯びたものとなりました。
　講演会後の懇親会では、船橋市医師会を代表して玉元弘次先生、また船橋歯科医師会の
赤岩けさ子会長からも、感染対策と病診連携等々、非常に貴重なご意見を頂戴しました。誠
にありがとうございました。
　当院は、紹介受診重点医療機関としての公的責務を果たすべく、このような機会を通じ
て、地域の皆様方と当院職員との間で「顔の見える連携」を構築することで、患者様が安心
して医療を受けられるような、より良い環境づくりに微力ながらでも貢献したいと考えて
おります。今後も変わらぬご支援、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

「第2回JCHO船橋中央病院 地域連携の会」を開催させていただいて
呼吸器内科部長　感染管理室長　石川 哲



　船橋中央病院と地域の医療機関さまで、
地域医療の機能分担を推進し、患者さまの
為の綿密な医療連携を図ることを目的とし
ます。ご希望の医療機関さまへは、迅速に
手配をさせていただきます。
　施設名称の変更等により再発行が必要な
場合も地域連携室までお気軽にご連絡くだ
さい。

地域医療連携医証書について

 予約専用電話 047-433-8730
（診療に関するお問合せ等は047-433-2111まで
お願い致します）

 直通ＦＡＸ 047-433-7086
※患者さまご本人による予約は行っておりません。

　地域連携室では、医療機関さまからのご連絡
による予約診療を行っています。
　事前に診療予約をいただくことにより、患者
さまの待ち時間短縮など優先診療を行っており
ます。
　ホームページから診療依頼書をダウンロード
してFAXいただくか、下記予約専用電話にて
承っております。

予約診療について

　抗生物質とは感染症に対して使われる非常に便利な薬ですが、ウイルスには効かないという

事実については、医療現場においては広く認知されていることかと思います。

　いわゆる『風邪』は、ほとんどがウイルスによって引き起こされます。そのため、『風邪』に

対して抗生物質を使っても意味がないということになります。

　昨今、薬剤耐性菌による感染症が世界的にも問題になっており、現在の状況で抗生物質を使用

し続ければ、2050年には世界で約1,000万人が薬剤耐性菌による感染症で死亡し、ガンによる

死亡数を超えてしまうとされています。そのため、薬剤耐性菌をこれ以上増やさないようにする

ことが非常に重要な局面となっています。

　2023年、国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院 AMR臨床リファレンスセンター

が一般の方々を対象に行った抗生物質に対するアンケート調査において、「抗菌薬・抗生物質は

かぜに効く」という設問に対して「間違っていると思う」

と正しく回答できた人は僅か23.0％しかおらず、まだまだ

一般の方々への認知は不足している状況です。

　「ただの風邪には抗生物質は使わなくてよい！」という

知識を、ぜひ周りの皆様にも広めていただけますと幸い

です。

感染対策コラム：改めて…「風邪」に抗生物質は効きません！感染対策コラム：改めて…「風邪」に抗生物質は効きません！
感染管理認定看護師　平松 和真



月 火 水 木 金 備考

内

科

初診 午前
山口（消化器）
小澤（血液）

嶋田（消化器）
中山（呼吸器）

淺野（消化器）
石川（呼吸器）
清水（め）（一般）

加藤（消化器）
石塚（血液）

竹熊（消化器）
和田（循環器）

※連携予約あり

再診
午前 武田/佐々木 保科/武田 石塚/門山 中山/保科 髙石/保科

午後 和田/関 石川/和田 石塚 中山

専

門

外

来

消化器
午前 加藤/土屋 山口/土屋/廣中 嶋田/淺野 加藤/網仲

※予約制
専門外来は直接内科外来
へお問い合わせください

午後 加藤 清水（理）/淺野 加藤

血液
午前 石塚/小澤 小澤 深澤

午後 深澤 石塚/高倉 小澤 小澤 深澤/髙石

循環器
午前 田邊 𠮷野 青木

午後 𠮷野/西堀
中山（崇）
長谷川(洋)

呼吸器
午前 葉山 齋藤 齋藤 石川

午後 葉山 齋藤 勝俣

糖尿病
午前 大原 松本/交替制 大原 松本

午後 大原/落合 松本 松本 大原 松本

腎臓
午前 長谷川(律)

午後 濱野

神経内科 午前 古村 鈴木

和漢 午後 高橋

小 児 科
午前 星岡 平井 星岡 星岡 星岡

午後
予防接種・健診
星岡（予約制）

神経発達外来
杉田（予約制）

予防接種・健診
星岡（予約制）

1ヶ月健診
須藤（予約制）

予防接種・健診
星岡（予約制）

※神経発達外来は
　1・3・5週

外　　科 午前 郷地/西田 佐藤/宇野 郷地/新井 宇野/西田/志田 郷地/新井/横田 ※連携予約あり
※血管外科は予約制
　（外科外来）血管外科 午後 石田（2･4週） 石田（1･3･5週）

ヘルニア外科 佐藤（～11:00） 佐藤
（13:30～15:00）

※連携予約あり

小児外科 佐藤（～11:00） 佐藤
（13:30～16:00）

整形外科
午前

山下（正）
佐々木/森岡

山下（桂）/山下（正）
長谷川/山岡

田中/山岡
山下（桂）/佐々木
森岡/山岡

山下（桂）/長谷川
平島/山岡

※連携予約あり
※リウマチ外来・小児股
関節外来は予約制（整
形外科外来）午後 リウマチ外来

（1・3・5週）
小児股関節外来

骨粗鬆症センター 午後 山下（正）/佐々木

形成外科 午前 林/藤岡 藤岡 藤岡/非常勤

皮 膚 科 午前 岸 萩原

泌尿器科 午前 関田/善当 交替制 関田/田中 善当/丸尾 関田/善当/田中
(予約のみ)

※連携予約あり
※受付時間8:00～10:30

眼
科

初診
午前

秋山 武石 大学非常勤 五十嵐 大学非常勤 ※連携予約あり
受付時間 火曜・金曜は
10時まで再診

五十嵐/武石
大学非常勤

大学非常勤 五十嵐/秋山/武石
秋山/武石
大学非常勤

秋山

婦 人 科 午前 小林 小林 小林 小林 小林 ※連携予約あり

耳鼻咽喉科 午前 交替制 鈴木

歯科口腔外科 午前
小河原/高橋/才藤
鈴木/切替/勝見

小河原/才藤
鈴木/切替/勝見

小河原/高橋/才藤
鈴木/切替/勝見

小河原/高橋/才藤
鈴木/切替/勝見

小河原/才藤
鈴木/切替/勝見

※連携予約あり

産　　科 午前 交替制
（初診・カウンセリング）

関根/門野 大亀/平野 栗本/交替制 栗林 ※外来予約制
　問合せは14:00～16:00

総合診療・救急科 午前/午後 大塚 大塚 大塚 大塚 大塚

放射線科 午前 非常勤 根本 根本 非常勤 根本 原則新患の受付はしてお
りません
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